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２－３ 市民意向の把握 

（１）市民・高校生アンケート 

①調査概要 

区  分 市民アンケート 高校生アンケート 

対  象 市内に居住する 18 歳以上市民 

3,000 人 

国東高校、双国校の高校生徒 

（１～３年生） 

回 収 数 1,179 人（回収率 39.3％） 561 人 

調査期間  平成 28 年９月１４日～10 月５日 平成 28 年 10 月 30 日～11 月４日 

 

②調査結果 

１）回答者属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.5

1.1

5.0

10.1

2.4

6.2

3.8

5.5

6.4

8.5

8.5

6.0

8.1

10.1

9.7

14.7

14.7

15.1

11.7

16.0

26.2

28.8

23.8

31.9

24.8

39.8

45.6

42.5

29.8

38.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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安岐町
n=331

市民回答者（地区・年齢）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

※年齢・居住地とも不明を除く
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③現在の生活環境について 

【生活環境への評価】＜市民＞ 

満足度（満足、やや満足の合計）は、「自宅周辺での緑の豊かさや日当たり、静かさ」が最も高く、

次いで「海や山、川などの自然の豊かさ、きれいさ」「寺社や史跡などの歴史的資源の豊かさ」と続

きます。 

一方、不満足度（不満、やや不満の合計）は、「娯楽やレジャーをする場所・施設の多さ」が最も

高く、「働き場所の多さ」「商店の充実など買物の便利さ」「バスなどの公共交通機関の利用しやすさ」

が続きます。 

地域別にみると、国見地域における「病院や保育所などの福祉・保健・医療施設の利用しやすさ」

「商店の充実など買物の便利さ」「働き場所の多さ」の満足度は、他の地域よりも突出して低くなっ

ています。 
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1.自宅周辺での緑の豊かさや日当たり、静かさ(n=1,179)

2.身近に遊べる小さな公園や広場の利用しやすさ(n=1,178)

3.街路樹や生け垣、建物などのまちなみ・集落の美しさ(n=1,178)

4.地震や土砂災害・火災・洪水・津波などの災害に対する安全・安心感(n=1,179)

5.大気汚染や水質汚濁、騒音などの公害に対する安全・安心感(n=1,179)

6.病院や保育所などの福祉・保健・医療施設の利用しやすさ(n=1,178)

7.自宅周辺の身近な道路の利用しやすさ(n=1,179)

8.商店の充実など買物の便利さ(n=1,179)
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【今後のまちづくりにおいて特に大事だと考えられるもの】＜市民・高校生＞ 

市民では、「病院や保育所などの福祉・保健・医療施設の利用しやすさ」が最も多く、「働き場所の

多さ」「地震や土砂災害・火災・洪水・津波などの災害に対する安全・安心感」「商店の充実など買物

の便利さ」と続きます。 

高校生は、「商店の充実など買物の便利さ」が最も多く、「娯楽やレジャーをする場所・施設の多さ」

「働き場所の多さ」と続きます。両者ともに買物の利便性や働き場所の多さを重要視していることが

うかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域別） 

国見地域では、「商店の充実など買物の便利さ」への回答が他の地域に比べて多く、武蔵地域では、

「地震や土砂災害・火災・洪水・津波などの災害に対する安全・安心感」への回答が他の地域に比べ

多くなっています。 

国東地域や安岐地域では、「バスなどの公共交通機関の利用しやすさ」への回答が他の地域に比べ

多くなっています。 
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21.下水道や生活排水施設の整備状況

今後のまちづくりにおいて特に大事だと考えられるもの（市民・高校生）

市民 n=1,050

高校生 n=543

住
み
や
す
さ

賑
や
か
さ

豊
か
さ

快
適
さ

0

10

20

30

40

50

60

自
宅
周
辺
で
の
緑
の
豊
か
さ
や

日
当
た
り
、
静
か
さ

身
近
に
遊
べ
る
小
さ
な
公
園
や
広
場
の
利
用

し
や
す
さ

街
路
樹
や
生
け
垣
、
建
物
な
ど
の
ま
ち
な
み
・

集
落
の
美
し
さ

地
震
や
土
砂
災
害
・火
災
・洪
水
・津
波
な
ど

の
災
害
に
対
す
る
…

大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
、
騒
音
な
ど
の
公
害

に
対
す
る
安
全
・
安
心
感

病
院
や
保
育
所
な
ど
の
福
祉
・
保
健
・医
療
施

設
の
利
用
し
や
す
さ

自
宅
周
辺
の
身
近
な
道
路
の
利
用
し
や
す
さ

商
店
の
充
実
な
ど
買
物
の
便
利
さ

働
き
場
所
の
多
さ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
で
き
る
公
園
の
利
用
し
や

す
さ

娯
楽
や
レ
ジ
ャ
ー
を
す
る
場
所
・施
設
の
多
さ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
人
や
情
報
が
交
流
す
る
機
会

の
多
さ

社
寺
や
史
跡
な
ど
の
歴
史
的
資
源
の
豊
か
さ

図
書
館
や
公
民
館
な
ど
の
文
化
施
設
の
利
用

し
や
す
さ

海
や
山
、
川
な
ど
の
自
然
の
豊
か
さ
、
き
れ
い

さ

国
道
な
ど
の
幹
線
道
路
で
の
車
の
走
り
や
す

さ

歩
道
の
歩
き
や
す
さ
、
自
転
車
や
車
い
す
な

ど
の
利
用
し
や
す
さ

市
役
所
の
利
用
し
や
す
さ

教
育
機
関
（
小
学
校
・中
学
校
・
高
等
学
校
）
の

通
学
し
や
す
さ

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
し
や
す

さ

下
水
道
や
生
活
排
水
施
設
の
整
備
状
況

今後のまちづくりにおいて特に重要だと考えられるもの（市民）

国見地域

国東地域

武蔵地域

安岐地域

（％）

下
水
道
や
生
活
排
水
施
設
の
整
備
状
況

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の

利
用
し
や
す
さ

教
育
機
関
（
小
学
校
・中
学
校
・
高
等
学

校
）
の
通
学
し
や
す
さ

市
役
所
の
利
用
し
や
す
さ

歩
道
の
歩
き
や
す
さ
、
自
転
車
や
車
い
す

な
ど
の
利
用
し
や
す
さ

国
道
な
ど
の
幹
線
道
路
で
の
車
の
走
り
や

す
さ

海
や
山
、
川
な
ど
の
自
然
の
豊
か
さ
、
き
れ

い
さ

図
書
館
や
公
民
館
な
ど
の
文
化
施
設
の
利

用
し
や
す
さ

寺
社
や
史
跡
な
ど
の
歴
史
的
資
源
の
豊
か
さ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
人
や
情
報
が
交
流
す
る

機
会
の
多
さ

娯
楽
や
レ
ジ
ャ
ー
を
す
る
場
所
・施
設
の
多
さ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
で
き
る
公
園
の
利
用
し

や
す
さ

商
店
の
充
実
な
ど
買
物
の
便
利
さ

働
き
場
所
の
多
さ

自
宅
周
辺
の
身
近
な
道
路
の
利
用
し
や
す
さ

病
院
や
保
育
所
な
ど
の
福
祉
・
保
健
・医
療

施
設
の
利
用
し
や
す
さ

大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
、
騒
音
な
ど
の
公

害
に
対
す
る
安
全
・
安
心
感

地
震
や
土
砂
災
害
・火
災
・洪
水
・津
波
な

ど
の
災
害
に
対
す
る
安
全
・
安
心
感

街
路
樹
や
生
け
垣
、
建
物
な
ど
の
ま
ち
な

み
・集
落
の
美
し
さ

身
近
に
遊
べ
る
小
さ
な
公
園
や
広
場
の
利

用
し
や
す
さ

自
宅
周
辺
で
の
緑
の
豊
か
さ
や
日
当
た



 

42 

 

（年齢別） 

年齢が低くなるほど、「働き場所の多さ」や「娯楽やレジャーをする場所・施設の多さ」を重要と

考える回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常の活動場所の頻度、主な行き先、主な交通手段】＜市民＞ 

（頻度） 

頻度の高い活動場所は、「食料品・日用雑貨などの日頃の買物」「通勤または通学」であり、１週間

に１回以上という回答が多くを占めます。「病院、医院などの医療機関」「外出着や贈答品などの買物」

「外食」「休日の娯楽など」は、１ヶ月に１回から年に数回程度の頻度となっています。 
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23%

39%

11%
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64%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①通勤または通学(n=1,174)

②食料品・日用雑貨などの日頃の買物(n=1,178)

③外出着や贈答品などの買物(n=1,178)

④外食（飲食店）(n=1,178)

⑤休日の娯楽など（③、④以外）(n=1,178)

⑥病院、医院などの医療機関(n=1,179)

⑦幼稚園・保育園など(n=1,179)

⑧デイサービスなどの福祉施設(n=1,179)

⑨文化サークルや習い事など(n=1,179)

⑩スポーツやレクリエーション活動(n=1,179)

⑪地域のコミュニティ活動(n=1,178)

利用頻度

１週間に１回以上 １ヶ月に２～３回 １ヶ月に１回程度 年に数回程度 全く利用しない
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（主な行き先） 

「外出着や贈答品などの買物」「外食」「休日の娯楽など」は、市外に行く回答が多くを占め、その

他の施設は、国東地域が最も多く、次いで安岐地域、武蔵地域、国見地域の順となる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な交通手段） 

全ての項目で「自家用車・バイク」を利用する回答が大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市内になくなると困る施設】＜市民＞ 

「病院・医院などの医療機関」が最も多く、次いで「食料品・日用雑貨などの日頃の買物」「デイ

サービスなどの福祉施設」が続いています。 
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81%
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17%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

①通勤または通学(n=481)

②食料品・日用雑貨などの日頃の買物(n=1,060)

③外出着や贈答品などの買物(n=961)

④外食（飲食店）(n=890)

⑤休日の娯楽など（③、④以外）(n=717)

⑥病院、医院などの医療機関(n=1,035)

⑦幼稚園・保育園など(n=94)

⑧デイサービスなどの福祉施設(n=70)

⑨文化サークルや習い事など(n=239)

⑩スポーツやレクリエーション活動(n=345)

⑪地域のコミュニティ活動(n=406)

主な行き先

国見地域 国東地域 武蔵地域 安岐地域 市外

7%

6%

2%

3%

3%

5%

13%

7%

10%

13%

30%

90%

90%

92%

92%

90%

89%

81%

54%

84%

83%

66%

0%

0%

1%

1%

0%

1%

0%
3%

0%

0%

0%

1%

1%

2%

1%

3%

2%

0%
3%

1%

0%

1%

1%

2%

1%

1%

1%

1%

1%
8%

1%

1%

1%

0%

0%

0%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

1%

2%

2%

2%

2%
5%

25%

4%

3%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①通勤または通学(n=486)

②食料品・日用雑貨などの日頃の買物(n=1,065)

③外出着や贈答品などの買物(n=960)

④外食（飲食店）(n=897)

⑤休日の娯楽など（③、④以外）(n=720)

⑥病院、医院などの医療機関(n=1,035)

⑦幼稚園・保育園など(n=95)

⑧デイサービスなどの福祉施設(n=76)

⑨文化サークルや習い事など(n=240)

⑩スポーツやレクリエーション活動(n=343)

⑪地域のコミュニティ活動(n=408)

主な交通手段

徒歩・自転車 自家用車・バイク 民間タクシー 民間バス コミュニティバス・タクシー 鉄道 その他
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41%

20%

17%
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9%

6%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑥病院、医院などの医療機関

②食料品・日用雑貨などの日頃の買物

⑧デイサービスなどの福祉施設

⑦幼稚園・保育園など

①通勤または通学

④外食（飲食店）

⑩スポーツやレクリエーション活動

⑪地域のコミュニティ活動

③外出着や贈答品などの買物

⑨文化サークルや習い事など

⑤休日の娯楽など（③、④以外）

市内になくなると困る施設（３つまで選択）

n=1,023
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（身近になくなると困る施設） 

「食料品・日用雑貨などの日頃の買物」が最も高く、「病院、医院などの医療機関」が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共交通を利用しない理由】＜市民＞ 

「自家用車に比べ時間がかかる」が最も多く、次いで「運行便数が少ない」「目的地に行くことが

できない」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共交通を利用するために行うべきこと】＜市民＞ 

「運行本数を増やすこと」が最も多く、次いで「運賃が安くなること」「何を改善しても利用する

ことはない」と続いています。 
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14%

11%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

②食料品・日用雑貨などの日頃の買物

⑥病院、医院などの医療機関

⑧デイサービスなどの福祉施設

⑪地域のコミュニティ活動

⑦幼稚園・保育園など

①通勤または通学

⑩スポーツやレクリエーション活動

④外食（飲食店）

⑨文化サークルや習い事など

③外出着や贈答品などの買物

⑤休日の娯楽など（③、④以外）

身近になくなると困る施設（3つまで）

n=760
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37%

31%

17%

12%

10%
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14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自家用車に比べ時間がかかる

運行便数が少ない

目的地に行くことができない

ダイヤが合わない

最寄りのバス停が遠い

荷物が多く利用が難しい

運賃が高い

その他

公共交通を利用しない理由（2つまで）

n=1,077

47%

27%

24%

20%

19%

10%

7%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

運行本数を増やすこと

運賃が安くなること

何を改善しても利用することはない

乗継ぎが良くなること

バス停を近くに増やすこと

運行時間帯を延長すること

運行路線を変更すること

その他

公共交通を利用するために行うべきこと（2つまで）

n=1,174
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【まちづくりの問題・課題】＜市民＞ 

「働く場所が少ない」が最も多く、次いで「空き家や空き地の増加」「買物ができる店が少ない」「農

地の荒廃・減少」と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域別） 

国見地域では、「空き家や空き地の増加」「買物ができる店が少ない」「医療施設が身近に少ない」

といった回答が、他の地域に比べ多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年齢別） 

年齢が高くなるほど、「農地の荒廃・減少」や「空き家や空き地の増加」を問題視する回答が多く

なっています。一方、年齢が低くなるほど、「買物ができる店が少ない」「働く場所が少ない」「公共

交通が不便」といった回答が多くなっています。 
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働く場所が少ない
空き家や空き地の増加

買物ができる店が少ない
農地の荒廃・減少

医療施設が身近に少ない
公共交通が不便

災害への備えが不十分
福祉施設が身近に少ない

公園・広場が不十分
日常的に使用する道路が狭い

上下水道整備が不十分
交流の場の不足
歩道がなく危険

海岸・河川の保全が不十分
自然破壊

幹線道路等の整備が不十分
バリアフリーの推進が不十分

歴史資産の保全が不十分
住宅地内の通過交通

周囲と調和しない建物の増加
その他

まちづくりの問題・課題

n=1,147
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④国東市の都市づくりのあり方 

【国東市をイメージするものや場所】＜市民＞ 

「国東六郷満山文化や神仏習合など、歴史ある文化・神社仏閣」が最も高く、次いで「県の玄関口

となる大分空港や周辺に集積する先端技術産業」、「農業や集落を取り囲む農地、背後にそびえる山並

みなどの美しい景観」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年齢別） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

国東六郷満山文化や神仏習合など、歴史ある文化・神社仏閣

県の玄関口となる大分空港や周辺に集積する先端技術産業

農業や集落を取り囲む農地、背後にそびえる山並みなどの美しい景観

両子山、伊予灘などの豊かな自然

太刀魚、たこ、しいたけなどの特産品

修正鬼会、ケベス祭、吉弘楽、御田植祭など、季節や歴史にまつわる伝統行事

人情や絆など、人と人とのつながり

国東半島宇佐地域において認定された世界農業遺産

日本風景街道に登録された別府湾岸・国東半島海べの道からみえる風景

沿道型店舗が建ち並ぶ国道213号

まちなかにある商店などの建物が建ち並ぶまちなみ

アート・工芸などの国東で展開している新しい文化活動

その他

国東市をイメージするものや場所（２つまで）

n=1,179
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【将来のまちの姿】＜市民・高校生＞ 

20 歳以上の市民では「保健・医療・福祉の充実したまち」、「国東を離れていたとしても、いつか

は帰りたくなる心のふるさと」と続き、景観に関しての回答項目である「静かで暮らしやすい居住環

境や景観に優れたまち」は次いで三番目に多い結果となっています。まちづくりにおいても、景観が

重視されていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年齢別） 

年齢が高くなるほど、「保健・医療・福祉の充実」への回答が多い傾向となっています。 

40 歳代以上の中高年層は、30 歳代以下に比べ、「静かで暮らしやすい居住環境や景観に優れたま

ち」を回答する人が多い傾向がうかがえます。20 歳代では、「国東を離れていたとしても、いつかは

帰りたくなる心のふるさと」が高く、国東市への愛着がうかがえます。 
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（地域別） 

国東地域では、他の地域に比べて、「国東を離れていたとしても、いつかは帰りたくなる心のふる

さと」が高く、国東市への愛着がうかがえます。武蔵地域では、他の地域に比べて、「通勤・通学な

どの交通利便性に優れたまち」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市街地・集落地整備と土地利用に対する必要な取組み】＜市民＞ 

「農地や緑地、海や川などの自然環境の保全と無秩序な開発の抑制」が最も高く、次いで「玄関口とな

る大分空港周辺の計画的な整備」「農村環境と調和した良好な集落地の形成」と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域別） 

空港周辺に位置する武蔵地域や安岐地域では、「玄関口となる大分空港周辺の計画的な整備」が必

要という回答が多い。国見地域では、他の地域に比べ、「農地や緑地、海や川などの自然環境の保全

と無秩序な開発の抑制」「農村環境と調和した良好な集落地の形成」といった自然環境、集落環境の

維持・形成に関する回答が多く見られます。 
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【道路整備に対する必要な取組み】＜市民＞ 

「国東市内の地域間移動を円滑にするための県道や市道の整備・改良」が最も高く、次いで「広い

歩道や段差の解消など、高齢者や障がい者にもやさしい道路の整備」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域別） 

国見地域では、他の地域に比べて、「自宅周辺などの狭い道路の解消のための身近な道路の整備・

改良」が高く、安岐地域では、「街路樹や花壇の設置、歩道の舗装などによる景観の美しい道路の整

備」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路整備以外の交通環境の改善について必要な取組み】＜市民＞ 

「国東市と大分市を結ぶ公共交通の充実」、「JR 杵築駅・宇佐駅などの在来線や別府駅など JR 特

急停車駅へのアクセス性の強化」、「集落と市内の主要地点を結ぶコミュニティバス路線の充実」が高

くなっています。 
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街路樹や花壇の設置、歩道の舗装などによる景観の美しい道路の整備
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道路整備に対する必要な取組み（2つまで）
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n=1,176
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（地域別） 

武蔵地域や安岐地域では、他の地域に比べ、「JR 杵築駅・宇佐駅などの在来線や別府駅などの JR

特急停車駅へのアクセス性の強化」が高く、国見地域では、「国東市と杵築市、豊後高田市、宇佐市

などを結ぶ公共交通の充実」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【身近な場所にあれば良いと思う公園緑地】＜市民＞ 

「子どもたちが気軽に遊べる遊具のある公園」が最も高く、次いで「近所の人達と遊んだり談笑し

たりできる公園や広場」、「海岸や河川沿いを散策できる、水辺に親しめる公園」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域別） 

国見地域では、他の地域に比べて、「近所の人達と遊んだり談笑したりできる公園や広場」が高く、

武蔵地域では、「子どもたちが気軽に遊べる遊具のある公園」が高くなっています。 
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近所の人達と遊んだり談笑したりできる公園や広場

海岸や河川沿いを散策できる、水辺に親しめる公園

緑豊かで、芝生が広がる広場や樹木の多い森林公園

サッカーや野球、テニスなどのスポーツができる大きな公園

歴史や文化にふれあえる公園

緑に囲まれた遊歩道

野鳥や生物の観察ができる自然に近い公園

建物の敷地内や屋上など気軽に休憩できる花や緑が植えられた広場

市民農園や市民花壇など、土とふれあえる場所

その他

身近な場所にあれば良いと思う公園緑地（2つまで）

n=1,179



 

51 

 

【緑の保全・整備に対して必要な取組み】＜市民＞ 

「山や樹林地、河川沿いの緑を保全する」が最も高く、次いで「公園や街路樹を整備・改良し、緑

を増やす」、「寺社林などの歴史のある緑を保全する」が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域別） 

国見地域では、他の地域に比べて、「寺社林などの歴史のある緑を保全する」が高く、国東地域や

安岐地域では、「公園や街路樹を整備・改良し、緑を増やす」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【災害に対して安全なまちづくりを進めるために必要な取組み】＜市民＞ 

「ライフライン（電気、ガス、通信、上下水道等）の強化・充実」が最も高く、次いで「避難や救

助活動のための道路の整備」、「地すべりなどに対する土砂災害対策の推進」、「避難場所の周知や防災

訓練などによる市民の防災意識の向上」が高くなっています。 
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緑の保全・整備に対して必要な取組み（2つまで）

n=1,178
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災害に対して安全なまちづくりを進めるために必要な取組み（2つまで）

n=1,179
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（地域別） 

国見地域では、他の地域に比べて、「避難や救助活動のための道路の整備」が高く、武蔵地域では、

「ライフライン（電気、ガス、通信、上下水道）の強化・充実」、安岐地域では、「地すべりなどに対

する土砂災害対策の推進」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国東半島全体の魅力を高めるために必要な取組み】＜市民＞ 

「各観光拠点への交通アクセス性の強化」が最も高く、「食をテーマとした生産・加工・サービス

等のブランド化」、「豊富な自然環境や歴史的資源の積極的保全と活用」が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共施設の維持管理のあり方】＜市民＞ 

「地域の施設は、自治会など地域住民レベルで維持・管理したほうがよい」、「市や自治会などに代

わり、地域の企業や NPO 法人、まちづくり団体等が管理・運営することがよい」、「花壇など自由な

使い方を許容しながらボランティアに任せる」といった市でなく地域が維持管理すべきという回答が、

全体の約６割を占めています。 
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国東半島全体の魅力を高めるために必要な取組み（2つまで）

n=1,179

31%

42%

14%

5%
8%

公共施設の維持管理のあり方について（1つ）

公共施設なので、市がすべて管理すべきである

地域の施設は、自治会など地域住民レベルで維持・管理したほうがよい

市や自治会などに代わり、地域の企業やNPO法人、まちづくり団体等が管理・運営すること

がよい

花壇など自由な使い方を許容しながらボランティアに任せる

その他

n=1,164
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【まちづくりへの参加意向】＜市民＞ 

「自分の住んでいる周辺や地区を良くするための取組に参加したい」が最も高く、次いで「興味の

あるテーマ（分野）の取組に参加したい」が続きます。「特に参加したいとは思わない」が 18％にと

どまり、まちづくりへの参加意向の高さがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住みやすい環境をつくるためのルールの必要性】＜市民＞ 

「地域の方々が賛成であれば、ルールをつくった方が良い」が約半数を占め、「個人の権利を制限

することになると思うので、ルールは不要である」は１割程度にとどまり、多くの回答者がルールの

必要性を感じていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55%

44%

18%

18%

17%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分の住んでいる周辺や地区を良くするための取組に参加したい

興味のあるテーマ（分野）の取組に参加したい

特に参加したいとは思わない

子供たちと一緒に取組むイベント等に参加したい

市全体のビジョン等を考える場に参加したい

その他

まちづくりへの参加意向（2つまで）

n=1,179

9%

55%

11%

23%

2%

住みやすい環境をつくるためのルールの必要性

積極的にルールをつくると良い

地域の方々が賛成であれば、ルールをつくった方が良い

個人の権利を制限することになると思うので、ルールは不要である

分からない

その他

n=1,179




